
1

唯
一
無
二
と
い
う
こ
と

�

理
事
長　

河
津　

英
彦

　

コ
ロ
ナ
禍
を
過
ぎ
て
、
社
会
活
動
は
戻

っ
て
き
た
も
の
の
、
世
の
中
は
不
安
材
料

ば
か
り
目
に
付
く
。
将
来
に
向
か
い
大
き

な
分
岐
点
に
な
り
そ
う
な
新
年
度
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
久
々
の
日
本
人
横
綱
、
大

の
里
が
誕
生
し
、
5
月
30
日
、
雨
の
明
治

神
宮
で
奉
納
土
俵
入
り
が
行
わ
れ
た
。
当

日
、
私
は
都
内
に
あ
る
中
高
一
貫
校
の
新

旧
理
事
・
評
議
員
の
懇
談
会
で
乾
杯
の
音

頭
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
学
校
法

人
は
社
会
福
祉
法
人
に
遅
れ
、
今
年
度
か

ら
理
事
会
と
評
議
員
会
を
分
離
し
た
が
、

連
携
は
続
け
た
い
と
設
け
た
立
食
会
で
あ

る
。
そ
こ
で
浮
か
ん
だ
言
葉
が
、
大
の
里

が
横
綱
の
推
挙
を
受
け
た
二
日
前
の
口
上

「
唯
一
無
二
の
横
綱
を
目
指
し
ま
す
」
で

あ
っ
た
。「
学
校
の
生
徒
も
教
員
も
、
一

人
ひ
と
り
が
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
懇
談
会
も
唯
一
無
二
の

会
に
な
り
ま
す
」
で
乾
杯
の
挨
拶
と
し
た
。

　

大
の
里
は
、
土
俵
で
ぬ
ぐ
っ
た
汗
の
タ

オ
ル
も
、
丁
寧
に
折
り
た
た
ん
で
呼
び
出

し
に
返
す
好
青
年
で
あ
る
。
茶
化
す
つ
も

り
は
な
い
が
、
春
風
亭
柳
昇
が
晩
年
、
話

の
マ
ク
ラ
に
使
っ
て
い
た
言
葉
も
紹
介
し

た
。「
大
き
な
こ
と
を
言
う
よ
う
で
す
が
、

今
や
春
風
亭
柳
昇
と
言
え
ば
（
少
し
間
が

あ
っ
て
）
わ
が
国
で
は
、
わ
た
し
一
人
で

ご
ざ
い
ま
す
」　

柳
昇
は
、「
笑
点
」
の
司

会
を
務
め
る
春
風
亭
昇
太
の
師
匠
で
あ
り
、

好
き
な
落
語
家
で
あ
っ
た
が
２
０
０
２
年

に
82
歳
で
他
界
し
て
い
る
。

　

本
題
に
戻
る
と
、
私
た
ち
は
す
べ
て
唯

一
無
二
の
存
在
で
あ
る
。
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン

ス
が
地
球
上
に
誕
生
し
て
以
来
１
７
０
万

年
の
歴
史
が
あ
る
が
、
過
去
に
お
い
て
私

と
同
じ
人
間
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
未

来
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
あ

る
出
来
事
は
一
回
限
り
の
も
の
で
再
現
は

不
可
能
で
あ
る
。
広
報
誌
「
友
愛
」
の
前

号
で
触
れ
た
フ
ラ
ン
ク
ル
は
こ
の
こ
と
を
、

人
間
存
在
の
「
独
自
性
」
と
「
一
回
性
」

と
言
う
言
葉
で
語
っ
て
い
る
。
20
歳
の
学

生
で
人
に
誇
る
何
物
も
な
か
っ
た
私
が
、

自
分
に
も
生
き
て
い
る
意
味
が
あ
る
と
思

え
た
の
は
、
前
号
で
紹
介
し
た
人
間
に
お

け
る
三
つ
の
価
値
と
こ
の
二
つ
の
言
葉
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
私
が
こ
の
世
に
い
る
こ
と

（being

）
の
意
味
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
も
、

生
き
る
こ
と
は
何
か
を
す
る
こ
と

（doing

）
で
あ
り
、
し
続
け
る
こ
と
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
生
き
れ
ば
よ
い
の
か
。

フ
ラ
ン
ク
ル
は
ゲ
ー
テ
の
言
葉
を
引
用
し

て
い
る
「
い
か
に
人
は
自
分
自
身
を
識
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
て
い

る
だ
け
で
は
決
し
て
判
ら
ず
た
だ
行
動
に

よ
っ
て
で
あ
る
。
汝
の
義
務
を
果
た
そ
う

と
せ
よ
（
中
略
）
し
か
し
、
汝
の
義
務
と

は
何
か
。
日
々
の
要
求
で
あ
る
」（「
死
と

愛
」
Ｖ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
、
み
す
ず
書
房
）

日
々
の
要
求
と
は
、
学
生
時
代
は
本
を
読

み
、
指
導
教
授
や
友
人
と
語
り
合
う
こ
と

で
あ
り
、
気
づ
い
た
こ
と
を
ひ
た
す
ら
ノ

ー
ト
に
書
き
な
が
ら
自
問
自
答
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
先
に
、
人
間
関
係
を
通

じ
た
仕
事
が
見
え
て
き
た
。

　

家
庭
裁
判
所
の
調
査
官
と
東
京
都
の
試

験
に
受
か
り
、
事
務
職
で
も
児
童
福
祉
司

は
可
能
で
あ
っ
た
都
に
入
っ
た
。
児
童
福

祉
司
は
係
長
級
の
職
で
10
年
先
と
思
い
な

が
ら
、
6
年
目
に
受
け
た
管
理
職
試
験
に

1
回
で
合
格
し
そ
の
後
は
管
理
職
と
し
て

都
立
施
設
の
運
営
や
福
祉
行
政
に
携
わ
っ

て
き
た
。
若
い
時
代
は
、
ひ
た
す
ら
目
の

前
の
仕
事
に
取
り
組
む
し
か
な
か
っ
た
。

課
題
意
識
は
も
っ
て
い
た
し
、
仕
事
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
形
に
す
る
努
力
は
し
て
き
た

つ
も
り
で
あ
る
。

　

大
の
里
は
、
6
月
で
25
歳
に
な
っ
た
。

日
本
人
横
綱
と
し
て
8
年
間
在
位
し
優
勝

22
回
の
貴
乃
花
は
２
０
０
３
年
１
月
場
所

で
引
退
し
て
い
る
。
大
の
里
は
未
だ
2
歳

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
日
本
人
横
綱
は
師

匠
の
稀
勢
の
里
で
あ
る
が
、
横
綱
在
位
は

2
年
弱
で
あ
り
ほ
ぼ
故
障
に
泣
い
て
い
た
。

　

横
綱
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
の

か
、
具
体
像
を
語
り
に
く
い
中
で
、
唯
一

無
二
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
、
高
村
光
太

郎
風
に
言
え
ば
「
僕
の
前
に
道
は
な
い
。

僕
の
後
ろ
に
道
は
で
き
る
」
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

広
報
誌
「
友
愛
」
も
50
号
に
な
っ
た
。

利
用
者
も
職
員
も
少
し
ず
つ
入
れ
替
わ
り

な
が
ら
、
独
自
性
と
一
回
性
を
体
現
し
て

い
る
。
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広報誌５０号のあゆみ
この度、当広報誌は発行５０号を迎えることができました。これまで様々な社会変革のなか、

当法人の活動や状況を多くの方々に知って頂くことができました。今回、広報誌「友愛」５０号

のあゆみを振り返ります。

50号発行に寄せて

～内山事務局長～

50号発行に寄せて

～福田所長～

１９９７

◆広報誌「友愛」創刊 Vol.1

創刊号（Vol.1）は平成9年で

した。当時の坂本理事長の「愛

と信頼の初心を忘れず」のタイ

トルで法人創設者の想いが語

られています。

２０１７

２０１８

２０１１

２００３

２０２１

◆Vol.6 この号からカラー

この年に「自立訓練ホームほっ

ぷ」を開所しました。この頃か

ら地域への移行支援を掲げて、

近隣福祉の先駆けとして立ち

上げた経緯と法人の想いが書

かれています。

また、ケアマネジメントを施設

内だけでなく、地域ニーズにも

応えられるようにと、相談支援

室を立ち上げたのもこの頃です。

◆Vol.１５ 新たな事業展開

青梅福祉作業所が東京都から

の委譲を受け運営を開始しま

した。建物の竣工について取り

上げられています。

地域住民の理解もあり、利用

者の働きやすい環境から災害

時の避難者対応まで考慮した

設計が特徴と伝えています。

ホームページのリニューアルが

トピックスとして取り上げられ、

当時の加速するデジタル化の

波を感じます。

◆Vol.２８ 節目の年

法人設立60周年を迎えるに

あたり、当時の柘植理事長が

これまで法人がたどってきた

道のりについて、語られてい

ます。この年の広報誌には60

周年の記念ロゴがあしらわれ

ていました。

◆Vol.32 理事長交代

河津理事長就任のタイトルで

新理事長の紹介がされてい

ます。バトンを渡された柘植

理事長とそのバトンを受け取

られた新理事長が並ばれた

表紙の写真が印象的です。児

童部で放課後等デイサービ

スの建替が紹介されていま

す。

◆Vol.3９ 世界情勢

全世界での未曾有の感染症

は当然、当法人でも他人事で

はありませんでした。「ウィズ

コロナと支援」について、その

時の法人の見解を述べてい

ます。

事業所の状況を伝える内容

も新型コロナウイルス一色で

す。しかし大人と子どもでも

対応や考え方は違い、記録と

いう意味でも貴重な紙面と

なっています。

今号が５０号だが、創刊から定期的に発行されてきたわけ

ではない。そして、学園祭は５０回となるが、こちらも毎年

開催されてきていたわけではない。いずれも元を辿れば、

柘植現名誉理事長に辿り着く。法人が地元に溶け込み、認

知されていくように、園長時代に中心になって進められて

きたものである。長きに渡り迷惑をかけてきた身として感

慨深い節目である。

これからも、法人の活動を読みやすく、心に残る紙面づくりを目標に続けてまいります。

引き続き、ご高覧のほどよろしくお願いします。

友愛学園広報部
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トルで法人創設者の想いが語

られています。

２０１７

２０１８

２０１１

２００３

２０２１

◆Vol.6 この号からカラー

この年に「自立訓練ホームほっ

ぷ」を開所しました。この頃か

ら地域への移行支援を掲げて、

近隣福祉の先駆けとして立ち

上げた経緯と法人の想いが書

かれています。

また、ケアマネジメントを施設

内だけでなく、地域ニーズにも

応えられるようにと、相談支援

室を立ち上げたのもこの頃です。

◆Vol.１５ 新たな事業展開

青梅福祉作業所が東京都から

の委譲を受け運営を開始しま

した。建物の竣工について取り

上げられています。

地域住民の理解もあり、利用

者の働きやすい環境から災害

時の避難者対応まで考慮した

設計が特徴と伝えています。

ホームページのリニューアルが

トピックスとして取り上げられ、

当時の加速するデジタル化の

波を感じます。

◆Vol.２８ 節目の年

法人設立60周年を迎えるに

あたり、当時の柘植理事長が

これまで法人がたどってきた

道のりについて、語られてい

ます。この年の広報誌には60

周年の記念ロゴがあしらわれ

ていました。

◆Vol.32 理事長交代

河津理事長就任のタイトルで

新理事長の紹介がされてい

ます。バトンを渡された柘植

理事長とそのバトンを受け取

られた新理事長が並ばれた

表紙の写真が印象的です。児

童部で放課後等デイサービ

スの建替が紹介されていま

す。

◆Vol.3９ 世界情勢

全世界での未曾有の感染症

は当然、当法人でも他人事で

はありませんでした。「ウィズ

コロナと支援」について、その

時の法人の見解を述べてい

ます。

事業所の状況を伝える内容

も新型コロナウイルス一色で

す。しかし大人と子どもでも

対応や考え方は違い、記録と

いう意味でも貴重な紙面と

なっています。

今号が５０号だが、創刊から定期的に発行されてきたわけ

ではない。そして、学園祭は５０回となるが、こちらも毎年

開催されてきていたわけではない。いずれも元を辿れば、

柘植現名誉理事長に辿り着く。法人が地元に溶け込み、認

知されていくように、園長時代に中心になって進められて

きたものである。長きに渡り迷惑をかけてきた身として感

慨深い節目である。

これからも、法人の活動を読みやすく、心に残る紙面づくりを目標に続けてまいります。

引き続き、ご高覧のほどよろしくお願いします。

友愛学園広報部

50号発行に寄せて

　　　　　　　　～福田所長～

私が機関誌に関わるようになったのは、 当時の柘植学園長 (現名誉

理事長) から指示がありVol．４ (平成１３年１０月号) が最初です。

その後カラーになり写真を多用するようになったのです。

成人部にあったＡ３用インクジェットプリンターで印刷して、 夜中に丁

合したことを思い出します。

Vol．４には 「自立支援ホームほっぷ」 の開設に向けた記事があり、

生活寮 (当時) への移行を目的にして、 新たな入所施設の在り方に

触れています。 障害者自立支援法 (当時) の施行前夜で、 さまざま

な取り組みに向けた思いが記されていました。
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広報誌５０号のあゆみ
この度、当広報誌は発行５０号を迎えることができました。これまで様々な社会変革のなか、

当法人の活動や状況を多くの方々に知って頂くことができました。今回、広報誌「友愛」５０号
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う
こ
と
で
、
自
分
が
初
め
て
広
報
誌
に
書

い
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
か
と
振
り
返
っ
て

み
ま
し
た
。
何
号
だ
っ
た
か
、
掲
載
さ
れ

た
広
報
誌
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
わ
か
ら

な
い
の
で
す
が
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）

年
の
新
年
度
最
初
、
7
月
だ
っ
た
か
に
発

行
さ
れ
た
広
報
誌
「
友
愛
」
で
あ
っ
た
こ

と
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

年
度
と
発
行
月
を
見
れ
ば
想
像
が
つ
く

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
年
の
3

月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
東

社
協
知
的
発
達
障
害
部
会
が
被
災
地
支
援

チ
ー
ム
を
派
遣
し
ま
し
た
。
法
人
か
ら
最

初
に
被
災
地
支
援
チ
ー
ム
に
派
遣
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
（
法
人
か
ら
三
人
派
遣
）
の
一

人
だ
っ
た
た
め
、
当
時
の
柘
植
理
事
長

（
現
名
誉
理
事
長
）
の
担
当
す
る
ペ
ー
ジ

に
被
災
地
派
遣
で
経
験
し
た
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
を
下
書
き
し
、
柘
植
理
事
長
が
文

章
を
整
え
て
掲
載
し
て
く
れ
た
も
の
が
、

初
め
て
名
前
を
含
め
て
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。
掲
載
さ
れ
た
号
か
ら
14
年
が
経

過
し
、
35
号
も
の
広
報
誌
「
友
愛
」
が
発

行
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
自
分
が
友

愛
学
園
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
年
月
の

長
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。

�

（
施
設
長　

渡
部
光
行
）

成
人
部

令
和
7
年
度
を
迎
え
て

　

年
度
末
か
ら
新
年
度
に
か
け
て
、
あ
ら

た
め
て
成
人
部
に
入
所
し
て
い
る
利
用
者

の
年
齢
や
在
籍
年
数
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
ま
し
た
。
昭
和
44
年
に
開
所
し
た
当

時
か
ら
在
籍
し
て
い
る
利
用
者
が
9
名
、

最
高
年
齢
が
76
歳
、
最
低
年
齢
は
18
歳
、

平
均
年
齢
は
52
・
6
歳
、
平
均
在
籍
期
間

は
24
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
63
年
に

定
員
を
増
員
し
た
際
に
入
所
し
た
利
用
者

が
、
現
在
で
は
60
歳
前
後
に
な
っ
て
い
ま

す
。
利
用
者
が
健
康
に
過
ご
せ
て
い
る
か

ら
こ
そ
の
生
活
で
す
し
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。
成
人
部
の
今
後

の
大
き
な
課
題
は
昭
和
63
年
に
入
所
し
た

（
第
2
世
代
と
私
は
表
現
し
て
い
ま
す
）

方
々
の
健
康
年
齢
を
延
ば
し
て
い
く
こ
と

と
考
え
て
い
ま
す
。
日
中
活
動
で
は
、
健

康
維
持
（
運
動
）、
創
作
活
動
、
リ
ハ
ビ

リ
の
三
本
の
柱
を
意
識
し
て
支
援
の
提
供

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
成
人
部
で
長

く
生
活
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
自
己
肯
定

感
を
育
む
た
め
に
も
健
康
維
持
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
成
人
部
で
過
ご
す
日
々
の
生
活

の
中
で
自
然
に
体
を
動
か
す
機
会
が
増
や

せ
る
よ
う
に
、
職
員
に
意
識
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
春
は
成
人
部
玄
関
前
の
梅
の
木

が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
、
梅
雨
入
り
前

の
6
月
上
旬
に
は
た
く
さ
ん
の
梅
の
実
が

な
り
ま
し
た
。
成
木
の
里
は
季
節
の
花
々

が
楽
し
め
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
広
報
誌
「
友
愛
」
が
50
号
と
い

プ
ラ
ザ
ゆ
う
あ
い

地
域
交
流

令
和
7
年
度
を
迎
え
て

　

先
日
、
2
回
目
の
法
人
新
任
職
員
研
修

が
あ
り
、
10
名
以
上
の
職
員
が
プ
ラ
ザ
ゆ

う
あ
い
の
見
学
に
訪
れ
た
。
令
和
7
年
度

の
始
ま
り
で
あ
る
。
4
月
1
日
付
で
職
員

の
異
動
が
あ
り
、
1
名
の
相
談
支
援
専
門

員
が
元
の
所
属
で
あ
っ
た
成
人
部
に
戻
っ

て
い
っ
た
。
よ
っ
て
、
相
談
支
援
事
業
所

お
お
ぞ
ら
は
、
2
名
の
専
従
相
談
支
援
専

門
員
と
専
従
の
相
談
員
1
名
で
の
新
体
制

と
な
っ
た
。
事
業
の
性
質
上
、
1
月
1
日

付
で
後
任
を
採
用
し
、
3
か
月
か
け
て
Ｏ

Ｊ
Ｔ
研
修
と
引
継
ぎ
を
実
施
し
た
。
昨
年

度
か
ら
機
能
強
化
型
体
制
加
算
取
得
事
業

所
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
青
梅

市
や
主
任
相
談
支
援
専
門
員
の
方
々
と
連

携
し
、
地
域
の
相
談
支
援
事
業
所
連
絡
会

の
運
営
や
、
研
修
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
の
役
目
も
担
う
よ
う
で
あ
る
。
微

力
な
が
ら
も
精
一
杯
務
め
て
い
き
た
い
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
無
事
に
サ
テ
ラ

イ
ト
型
住
居
を
開
所
す
る
こ
と
が
出
来
た

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
し
て
い
た
と

は
い
え
、
そ
れ
に
伴
う
引
越
し
や
、
退
院

利
用
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
慌
た
だ
し
い

年
度
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
年
度
早
々
に
や

っ
て
き
た
。
こ
の
春
、
集
合
型
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
か
ら
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
タ
イ
プ

に
移
っ
た
利
用
者
1
名
が
、
一
般
就
労
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
、
無
事
に
採
用
さ
れ

た
。
6
月
半
ば
か
ら
清
掃
業
務
に
従
事
で

き
る
ら
し
い
。
引
っ
越
し
先
は
こ
れ
ま
で

よ
り
も
家
賃
が
少
し
高
く
、「
引
越
し
た

い
＝
就
職
だ
」
と
い
う
思
い
が
成
就
し
た

形
だ
。
実
習
中
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
懸

命
に
働
い
て
い
る
姿
に
安
心
し
た
し
、
時

間
を
か
け
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
伴
走
型

支
援
を
行
っ
て
き
た
現
場
職
員
に
も
感
謝

を
し
た
い
。
私
ど
も
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
生
活
を
始
め
て
、
も
う
す
ぐ
17
年
の
女

性
で
あ
る
。

　

地
域
交
流
プ
ラ
ザ
の
活
動
は
と
い
う
と
、

東
社
協
の
助
成
金
を
活
用
し
、
可
搬
型
本

棚
や
折
り
畳
み
壁
付
け
デ
ス
ク
を
購
入
し

た
。
西
分
文
庫
（
街
中
図
書
館
）
の
開
所

で
あ
る
。
5
月
2
・
3
日
に
行
わ
れ
た
青

梅
大
祭
で
の
施
設
開
放
で
は
、
優
先
休
憩

所
（
公
共
交
通
の
優
先
席
の
よ
う
な
ル
ー

ル
で
運
営
し
た
休
憩
場
）
の
利
用
が
、
室

内
ス
ペ
ー
ス
で
63
団
体
１
９
７
名
、
室
外

を
含
め
る
と
２
５
０
名
を
超
え
た
。
ト
イ

レ
の
利
用
や
オ
ム
ツ
交
換
、
授
乳
ス
ペ
ー

ス
で
も
４
０
０
名
を
優
に
超
え
る
利
用
が

あ
り
、
全
体
で
６
０
０
名
を
超
え
る
利
用

が
あ
っ
た
。
荒
天
の
た
め
、
実
質
一
日
間

の
開
放
で
あ
っ
た
の
で
、
利
用
ニ
ー
ズ
の

高
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。
そ
の
他
、
フ
レ

イ
ル
予
防
教
室
、
し
ゃ
べ
り
場
、
高
齢
者

サ
ロ
ン
も
定
期
的
に
開
催
を
始
め
て
い
る
。

　

広
報
誌
「
友
愛
」
が
本
号
で
50
号
を
迎

え
る
と
い
う
。
年
間
発
行
回
数
の
違
い
や
、

未
発
行
の
年
度
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
継

続
し
て
き
た
証
で
あ
る
。
私
た
ち
地
域
交

流
プ
ラ
ザ
ゆ
う
あ
い
も
、
形
や
目
的
は
変

わ
っ
た
と
し
て
も
、
持
続
可
能
で
期
待
感

を
持
た
れ
る
場
と
し
て
、
引
き
続
き
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
施
設
長　

宮
崎
啓
太
）

青
梅
福
祉
作
業
所

発
信
す
る
こ
と

　

法
人
広
報
誌
「
友
愛
」
が
50
号
に
な
っ

た
と
の
こ
と
。
も
う
十
年
以
上
前
の
こ
と

で
す
が
、
第
三
者
評
価
機
構
の
訪
問
調
査

の
時
に
調
査
員
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
中
で
法
人
機
関
誌
の
こ
と
が
話
題
に
な

り
、「
さ
ま
ざ
ま
な
法
人
に
調
査
で
訪
問

し
て
い
る
が
、
こ
ん
な
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

の
あ
る
広
報
誌
を
発
行
し
て
い
る
の
は
友

愛
学
園
だ
け
で
す
」
と
お
褒
め
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

広
報
誌
は
団
体
や
組
織
が
、
そ
の
活
動

内
容
や
方
針
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
定

期
刊
行
物
を
指
し
ま
す
が
、
学
校
の
先
生

が
、
担
任
す
る
ク
ラ
ス
の
生
徒
さ
ん
や
ご

家
族
に
向
け
て
発
行
す
る
学
級
通
信
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

　

私
が
小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
で
働
い

て
い
た
時
に
大
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
異
動

し
て
き
て
、
私
は
そ
の
先
生
か
ら
多
く
の

事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
中
に
学
級
通
信
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
先
生
は
毎
週
発
行
し
て
い
て
、
年
間
、

55
号
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
が
そ
の
地
域
で
新
し
く
開
設
さ
れ
た
通

所
授
産
施
設
（
現
在
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
所
）
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し
て
、

週
刊
機
関
誌
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
毎
週
末
に
発
行
し
て
い
た
の
で
す

が
、
十
二
年
間
取
り
組
ん
で
も
最
大
発
行

数
は
52
号
止
ま
り
で
し
た
。

　

週
刊
で
し
た
の
で
、
基
本
は
Ａ
4
用
紙

裏
表
に
書
き
下
ろ
し
原
稿
と
な
り
、
一
週

間
の
た
わ
い
の
な
い
出
来
事
を
中
心
に
し
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青
梅
福
祉
作
業
所

発
信
す
る
こ
と

　

法
人
広
報
誌
「
友
愛
」
が
50
号
に
な
っ

た
と
の
こ
と
。
も
う
十
年
以
上
前
の
こ
と

で
す
が
、
第
三
者
評
価
機
構
の
訪
問
調
査

の
時
に
調
査
員
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
中
で
法
人
機
関
誌
の
こ
と
が
話
題
に
な

り
、「
さ
ま
ざ
ま
な
法
人
に
調
査
で
訪
問

し
て
い
る
が
、
こ
ん
な
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

の
あ
る
広
報
誌
を
発
行
し
て
い
る
の
は
友

愛
学
園
だ
け
で
す
」
と
お
褒
め
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

広
報
誌
は
団
体
や
組
織
が
、
そ
の
活
動

内
容
や
方
針
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
定

期
刊
行
物
を
指
し
ま
す
が
、
学
校
の
先
生

が
、
担
任
す
る
ク
ラ
ス
の
生
徒
さ
ん
や
ご

家
族
に
向
け
て
発
行
す
る
学
級
通
信
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

　

私
が
小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
で
働
い

て
い
た
時
に
大
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
異
動

し
て
き
て
、
私
は
そ
の
先
生
か
ら
多
く
の

事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
中
に
学
級
通
信
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
先
生
は
毎
週
発
行
し
て
い
て
、
年
間
、

55
号
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
が
そ
の
地
域
で
新
し
く
開
設
さ
れ
た
通

所
授
産
施
設
（
現
在
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
所
）
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し
て
、

週
刊
機
関
誌
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
毎
週
末
に
発
行
し
て
い
た
の
で
す

が
、
十
二
年
間
取
り
組
ん
で
も
最
大
発
行

数
は
52
号
止
ま
り
で
し
た
。

　

週
刊
で
し
た
の
で
、
基
本
は
Ａ
4
用
紙

裏
表
に
書
き
下
ろ
し
原
稿
と
な
り
、
一
週

間
の
た
わ
い
の
な
い
出
来
事
を
中
心
に
し

た
記
事
や
連
絡
事
項
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
時
々
は
施
設
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
記
事
に
し
ま
し
た
。
二
〇
歳
代
半

ば
の
駆
け
出
し
職
員
で
し
た
が
、
そ
の
記

事
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
保
護
者
会
で
意

見
を
交
わ
し
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
々
の
ほ
と
ん
ど
が
自
分
の
親

よ
り
も
年
上
だ
っ
た
り
し
た
の
で
、
し
ば

し
ば
お
叱
り
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ふ

り
か
え
れ
ば
建
設
的
な
議
論
も
積
み
上
げ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

文
字
に
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
段

な
か
な
か
話
せ
な
い
よ
う
な
少
し
理
屈
っ

ぽ
い
、
論
理
的
な
こ
と
も
表
現
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
法
人
の
基
本
方
針
の
細
や
か
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
も
伝
え
ら
れ
ま
す
し
、
現
在

進
行
形
の
支
援
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
提

示
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

他
の
法
人
の
代
表
が
友
愛
学
園
の
広
報

誌
の
特
集
を
読
ん
で
、
職
員
研
修
に
使
っ

て
よ
い
か
と
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
特
集

の
部
分
の
原
版
を
お
渡
し
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
学
術
論
文
の
よ
う
で
す
と
書

く
側
も
読
み
手
も
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
友
愛
学
園
の
広
報
誌
の
よ
う
に
、

堅
苦
し
く
な
く
て
、
で
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

が
込
め
ら
れ
て
い
る
存
在
は
冒
頭
に
書
い

た
よ
う
に
珍
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
発
信
す
る
こ
と
」
は
、
社
会
福
祉
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
福
祉

法
人
の
使
命
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
長　

福
田
和
弘
）

児
童
部

児
童
施
設
間
交
流

　

令
和
7
年
度
を
迎
え
、
年
度
末
に
入
退

所
が
あ
り
、
例
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
雰
囲
気
は
一

変
し
ま
す
。
同
時
に
学
校
生
活
で
も
学
年

が
上
が
り
、
担
任
教
諭
や
友
達
関
係
も
代

わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
小
さ
な
変
化
に
も
気
付
け
る
よ

う
に
細
心
の
注
意
を
払
う
場
面
で
、
職
員

も
気
を
引
き
締
め
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
逆

に
子
ど
も
た
ち
が
敏
感
に
職
員
の
様
子
を

察
知
す
る
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
り
も
し

ま
す
。

　

さ
て
、
6
月
12
日
に
、
私
た
ち
児
童
施

設
が
加
盟
し
て
い
る
東
京
都
社
会
福
祉
協

議
会
の
知
的
発
達
障
害
部
会
児
童
施
設
分

科
会
の
主
催
で
、
東
京
都
の
障
害
児
入
所

施
設
の
職
員
が
集
ま
り
、
初
め
て
職
員
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
友
愛
学
園
児

童
部
と
同
じ
、
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

は
東
京
都
内
に
8
施
設
と
都
外
施
設
数
ケ

所
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。
同
じ
児
童
の
入

所
施
設
で
も
児
童
養
護
施
設
は
東
京
都
内

で
も
52
施
設
（
4
月
現
在
）、
障
害
者
支

援
施
設
（
成
人
の
入
所
施
設
）
が
90
強
施

設
で
す
か
ら
、
障
害
児
入
所
施
設
数
の
少

な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
施
設
以
外
の

職
員
同
士
が
出
会
う
と
い
っ
た
機
会
そ
の

も
の
が
こ
れ
ま
で
殆
ど
な
か
っ
た
の
が
現

状
で
す
。

　

直
接
子
ど
も
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る

中
堅
層
の
職
員
が
一
堂
に
会
し
て
、
日
々

の
支
援
状
況
や
他
施
設
の
様
子
を
知
る
交

流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
登
校
に
関
す
る
こ
と
や
、
夏
休
み

の
過
ご
し
方
、
余
暇
支
援
な
ど
児
童
の
入

所
施
設
な
ら
で
は
の
話
題
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
事
業
所

で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
支
援
の

悩
み
や
苦
労
な
ど
も
他
の
施
設
の
職
員
に

共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
の
励
み

や
発
想
の
転
換
に
な
っ
た
と
、
参
加
し
た

職
員
は
口
を
揃
え
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

終
え
た
後
、
参
加
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
の
表
情
が
ど
こ
と
な
し
か
晴
れ
や
か
に

映
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
敏
感
な
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
ま
ず
は
支
援
す
る
私
た

ち
が
、
健
全
で
あ
る
べ
き
と
、
改
め
て
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
で
令
和
7
年
度
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
成
長
の
た
め
職
員
一

同
邁
進
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
広
報
誌
「
友
愛
」
50
号
の
発

行
に
あ
た
り
、
過
去
の
号
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
そ
の
時
の
福
祉
施
策
に
対
応
し

よ
う
と
す
る
そ
の
時
々
の
事
業
所
の
在
り

方
が
良
く
分
か
り
、
法
人
や
児
童
部
の
足

跡
そ
の
も
の
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
読

み
頂
け
る
方
々
に
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
は
じ
め
、
取
り
組
み
等
、
発
信
性
の
あ

る
内
容
を
意
識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
施
設
長　

石
川　

淳
）
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は
ぁ
と
ぴ
あ
原
宿

今
年
の
は
ぁ
と
ぴ
あ
原
宿
の
取
組

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
5
類
と
な
り
二
年

余
り
、
コ
ロ
ナ
禍
後
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を

目
指
し
て
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
も

の
の
、
コ
ロ
ナ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
。

　

幸
い
昨
冬
、
ク
ラ
ス
タ
ー
な
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
よ
う
や
く
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

で
の
支
援
体
制
を
実
感
で
き
る
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

生
活
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
は
4

月
よ
り
、
6
時
間
化
を
図
り
ま
し
た
。
高

齢
化
す
る
利
用
者
の
体
幹
保
持
、
筋
力
維

持
の
た
め
の
取
組
に
一
層
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
歩
く
こ
と
、
散
歩
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動
場
所
を
、

通
所
者
は
二
階
、
入
所
者
を
三
階
に
と
分

け
て
い
た
と
こ
ろ
を
順
次
、
も
と
の
二
階

の
工
房
に
戻
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昼
食

の
場
所
に
つ
い
て
、
通
所
の
方
は
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
で
、
入
所
部
門
で
生
活
し
て
い
る

方
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
に
戻
っ
て
食
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
明
る
い
広
々
と
し
た
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
に
戻
し
、
一
同
に
会
し
て
食
を

共
に
す
る
場
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
は
ぁ
と
ぴ
あ
原
宿
の
玄
関

前
を
中
心
に
、
ハ
ラ
カ
ド
で
も
二
回
実
施

し
た
マ
ル
シ
ェ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月

に
開
所
さ
れ
た
隣
接
す
る
「
り
ば
ぁ
さ
い

ど
原
宿
」
の
地
域
開
放
を
め
ざ
し
た
カ
フ

ェ
で
く
る
る
え
び
す
と
と
も
に
、
5
月
に

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
開

放
に
つ
い
て
は
、
り
ば
ぁ
さ
い
ど
原
宿
は

見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
、
は
ぁ
と
ぴ

あ
祭
で
も
、
同
施
設
と
、
連
携
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
利
用
者
の
高
齢
化
を
支
え
る

取
組
み
、
意
思
決
定
を
支
援
す
る
取
組
み

を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
号
は
、
今
回
、
50
号
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
友
愛
」
は
、

友
愛
学
園
の
歴
史
の
中
で
、
広
く
そ
の

時
々
の
学
園
の
状
況
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

管
理
者
や
個
々
の
職
員
が
障
害
を
持
っ
た

方
の
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
や
思
索
を
問

う
と
と
も
に
、
共
有
す
る
場
で
も
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
渋
谷
地
区
の
は

ぁ
と
ぴ
あ
原
宿
を
筆
頭
と
す
る
代
々
木
の

杜
と
く
る
る
え
び
す
の
三
事
業
所
は
、
渋

谷
区
立
の
施
設
と
し
て
区
の
方
針
を
踏
ま

え
た
運
営
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

民
間
の
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
す
る
目
的

か
ら
は
専
門
性
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。
渋
谷
の
事
業
所
に
勤
務
す
る

者
と
し
て
は
、「
友
愛
」
が
、
広
く
友
愛

学
園
を
紹
介
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

各
々
の
職
員
が
法
人
の
職
員
と
し
て
、
専

門
性
を
学
び
、
高
め
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と

し
て
、
活
用
し
て
い
く
場
で
も
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
私
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
施
設
長　

平
倉
秀
夫
）

代
々
木
の
杜

家
族
支
援
・
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

今
年
度
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
行
う
事
業
に
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ン
デ

ー
の
主
催
」
と
「
ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン
タ

ー
育
成
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ン
デ
ー
」（
名
称
は
今

後
変
更
予
定
で
す
が
）
は
発
達
に
つ
ま
ず

き
を
持
つ
子
を
育
て
る
保
護
者
が
集
ま
り
、

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
話
せ
る
居
場
所

を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
昨
年
度

は
、
子
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
の
場
所

を
借
り
て
、
受
給
者
証
を
す
で
に
持
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者
を
対
象
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
一
回
十
組
限
定
で
五
人

前
後
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
一
時
間
半
ほ

ど
の
時
間
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

少
し
対
象
を
広
げ
て
、「
療
育
に
は
通
っ

て
い
な
い
け
れ
ど
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る

保
護
者
た
ち
」
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
借
り
て
近
隣
に

住
む
利
用
者
に
声
を
か
け
て
み
る
こ
と
を

計
画
中
で
す
。
発
達
に
大
き
な
つ
ま
ず
き

は
な
く
て
も
、
育
て
に
く
い
子
は
い
ま
す
。

障
害
が
あ
る
か
な
い
か
で
は
な
く
「
子
育

て
大
変
で
す
、
心
配
で
す
」
と
い
う
気
持

ち
を
共
有
で
き
る
場
に
し
て
い
け
る
と
い

い
な
あ
、
と
い
う
の
が
今
の
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
会
に
は
、
先
輩
保
護
者
と

し
て
「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
の
方
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
自
分

の
子
育
て
経
験
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

参
加
者
に
話
を
振
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
と

い
う
役
割
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
専
門

的
な
知
識
を
伝
え
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
子
育
て
を
し
た
先
輩

と
し
て
、
共
感
を
持
っ
て
保
護
者
の
思
い

に
耳
を
傾
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
た
め
に
必
要
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
人
が
「
ペ
ア
レ

ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
」
と
な
り
ま
す
。

　

で
は
、「
ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
ど
の
く
ら
い
知
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
国
や
東
京
都
も
ペ
ア

レ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
の
育
成
を
推
奨
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
各
自
治
体
で

は
育
成
が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
す
。
人

の
話
に
耳
を
傾
け
、
共
感
し
寄
り
添
う
こ

と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ

ン
タ
ー
と
し
て
良
か
れ
と
思
っ
て
伝
え
た

こ
と
が
違
う
意
味
と
な
っ
て
取
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。『
傾
聴
と
は
』、

『
寄
り
添
う
と
は
』、
と
い
う
こ
と
に
メ
ン

タ
ー
が
共
通
し
た
理
解
を
持
て
る
よ
う
に

す
る
こ
と
や
メ
ン
タ
ー
自
身
の
活
動
や
心

を
支
え
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
作
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
そ
の

形
を
作
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
メ
ン
タ

ー
と
い
う
役
割
の
性
質
上
、
大
勢
の
メ
ン

タ
ー
を
一
度
に
育
成
す
る
こ
と
は
む
ず
か

し
い
と
感
じ
ま
す
。
渋
谷
区
自
立
支
援
協

議
会
の
子
ど
も
部
会
、
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ

な
ど
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
丁
寧
に
メ
ン

タ
ー
を
育
成
し
、
少
し
ず
つ
で
も
家
族
支

援
・
地
域
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
施
設
長　

平
井
眞
琴
）
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く
る
る
え
び
す

開
所
5
年
目
を
迎
え
て　

　

渋
谷
区
く
る
る
え
び
す
（
以
下
く
る

る
）
は
令
和
7
年
4
月
で
開
所
5
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

開
所
前
は
友
愛
学
園
の
強
み
を
く
る
る

で
ど
う
生
か
す
か
、
ま
た
時
間
や
予
算
の

制
限
が
あ
る
中
で
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
渋
谷
区
と
協
議
を
重
ね
た
末
に

現
在
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
生
ま
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
職
員
の
取
り
組
み
が
あ
り
、

令
和
3
年
4
月
に
く
る
る
が
開
所
し
ま
し

た
。
利
用
者
は
3
名
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
開
所
当
時
は
未
整
備
の
部
分
も
多

く
、
支
援
方
法
や
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
中
、
予
想
を
超
え
る
課
題
に
直

面
し
、
日
々
、PD

CA

サ
イ
ク
ル
を
回

し
な
が
ら
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
苦
労
は
想
像
以
上
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

あ
る
程
度
、
シ
ス
テ
ム
や
土
台
が
固
ま

っ
た
令
和
5
年
4
月
に
、
ふ
ら
っ
と
赴
任

し
た
楽
な
立
場
の
私
は
、
ま
ず
は
定
員
の

20
名
の
達
成
と
稼
働
率
の
数
値
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
利
用
者
も
徐
々
に

増
え
、
昨
年
の
令
和
6
年
に
定
員
で
あ
る

20
名
に
達
し
、
稼
働
率
も
今
年
の
4
月
に

数
値
目
標
を
超
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
開
所
前
か
ら
尽
力
し
、

日
々
現
場
を
支
え
て
い
る
職
員
の
努
力
、

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
渋
谷
区
の
皆
様
、

ご
家
族
や
関
係
者
の
支
援
、
そ
し
て
何
よ

り
く
る
る
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
利
用
者

の
お
か
げ
で
あ
る
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
開
所
5
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
全
方
向
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
整
理
、
選
択
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
利
用
者
支
援
や
ア
ー

ト
活
動
の
向
上
、
活
動
内
容
の
改
善
、
地

域
と
の
連
携
、
新
た
な
仕
組
み
作
り
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
中
で
、
強
化
す

る
部
分
と
縮
小
す
る
部
分
を
明
確
に
す
る

時
期
に
来
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

今
後
、
特
に
重
視
し
た
い
の
は
「
利
用

者
支
援
」「
ア
ー
ト
活
動
」
で
す
。
く
る

る
の
根
幹
と
し
て
チ
ー
ム
で
共
有
し
ま
し

た
。
一
方
、
地
域
と
の
繫
が
り
に
つ
い
て

は
5
年
が
経
ち
、
着
実
に
地
域
に
根
付
い

て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
繫
が
り
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
更

な
る
連
携
や
拡
大
に
つ
い
て
は
検
討
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

　

最
後
に
、
広
報
誌
「
友
愛
」
が
50
号
を

迎
え
ま
し
た
。
広
報
誌
は
友
愛
学
園
の
歴

史
と
記
録
を
刻
む
も
の
で
す
。
創
刊
以
来
、

多
く
の
職
員
が
携
わ
り
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

を
繰
り
返
し
な
が
ら
そ
の
歴
史
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

く
る
る
も
、
10
年
、
20
年
と
歴
史
を
重

ね
、
振
り
返
っ
た
際
に
「
5
年
目
の
選
択

は
正
し
か
っ
た
」
と
言
え
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
就
労
状
況

　

昨
年
6
月
1
日
ま
で
の
集
計
結
果
が
厚

生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
令

和
6
年
障
害
者
雇
用
状
況
の
集
計
結
果
」

に
よ
る
と
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
数
は
、

67
万
７
４
６
１
人
（
昨
年
比
5
・
5
％
増
）

で
あ
り
、
21
年
連
続
で
過
去
最
高
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

障
害
別
で
は
、
身
体
障
害
者
が
約
55
％

と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
で
は
、
精
神
障
害
者
の
就
職
伸
び
率
が

大
き
く
、
都
内
に
お
い
て
は
、
昨
年
か
ら

精
神
障
害
者
の
就
職
者
数
が
、
知
的
障
害

者
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

当
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
方

の
昨
年
度
の
新
規
就
職
者
数
は
、
43
人
で

し
た
。
身
体
障
害
者
が
4
名
、
知
的
障
害

者
が
17
名
、
精
神
障
害
者
が
22
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

支
援
状
況
を
見
る
と
、
総
支
援
件
数
が
、

７
５
７
６
件
で
過
去
最
高
と
な
り
、
そ
の

内
の
50
％
が
知
的
障
害
者
へ
の
支
援
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成
25
年
4
月
に
民
間
企
業
の
法
定
雇

用
率
が
2
・
0
％
に
な
り
常
用
労
働
者
50

名
以
上
の
企
業
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
は
、
10
年
で
0
・
2
％
増
の
ペ

ー
ス
で
し
た
が
、
最
近
の
11
年
間
で
は
、

0
・
5
％
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
増
え

る
予
定
が
あ
り
、
令
和
8
年
7
月
に
は
、

2
・
7
％
に
な
り
ま
す
。

　

雇
用
率
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
対
象
企

業
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
新
た
な
受
け
入

れ
先
の
開
拓
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
が
、

初
め
て
障
害
者
雇
用
を
始
め
る
と
こ
ろ
も

多
く
、
そ
の
分
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
も
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
地
域
開
拓
促
進
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
青
梅
市
内
で
出
さ

れ
た
求
人
票
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
連
絡
を

取
り
訪
問
し
て
詳
細
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
障
害
者
雇
用
受
け
入
れ
で
も
安

心
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
も
大
切
で
、

市
内
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
、
就
労
継

続
支
援
事
業
所
に
訪
問
し
、
就
職
希
望
者

が
い
な
い
か
確
認
し
て
い
ま
す
。

広
報
誌
50
号
に
ち
な
ん
で

　

50
と
い
う
数
字
は
、
様
々
な
面
で
の
転

換
期
に
な
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
の
支
援

状
況
で
は
、
全
体
の
50
％
が
知
的
障
害
者

へ
の
支
援
で
、
年
々
、
精
神
障
害
者
へ
の

支
援
が
増
え
て
い
ま
す
。
障
害
雇
用
率
で

も
常
用
労
働
者
50
名
が
対
象
と
な
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
雇
用
率
の
増
加
傾
向
が

進
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
広
報
誌
50
号
を

節
目
と
し
て
、
法
人
と
し
て
の
新
た
な
方

向
性
が
見
え
て
く
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
り
細
か
な
ニ
ー
ズ
に
即
座
に
反

応
で
き
る
よ
う
に
広
い
視
野
を
大
切
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
長　

白
井
秀
明
）

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

青
梅
市

　
　
　
　
　
　
（
副
施
設
長　

安
藤　

健
）

く
る
る
星
人
え
る
び
す
く
ん
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編
集
後
記

　

こ
の
よ
う
に
し
てV

ol.50

の
発
行
に
あ

た
り
、
編
集
に
携
わ
ら
せ
て
頂
け
る
こ
と
に

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
お
読
み
い
た
だ

け
る
方
々
が
次
号
も
楽
し
み
に
し
て
も
ら
え

る
様
な
紙
面
づ
く
り
に
励
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

令
和
7
年
度
新
任
職
員
研
修

　

辞
令
交
付
式
の
後
、
今
年
度
新
た
に
入

職
し
た
職
員
を
対
象
に
新
任
職
員
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
理
事
長
よ
り
、「
学
園
の
歴

史
」
と
「
職
員
と
し
て
の
心
が
け
」
に
つ

い
て
の
説
明
か
ら
は
じ
ま
り
、
途
中
、
本

法人
報告

花
時
期
が
早
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
や

し
い
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
晴
れ

や
か
な
入
学
式
と
桜
と
い
う
の
は
切
り
離

せ
な
い
一
対
の
風
景
の
よ
う
に
感
じ
る
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
4
月
1
日
採
用
の
職

員
が
6
名
、
昨
年
度
途
中
で
の
採
用
者
が

9
名
、
合
わ
せ
て
15
名
が
新
た
に
加
わ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
新
卒
者
か
ら
経
験
者
、

他
の
職
業
か
ら
の
転
職
者
と
多
様
な
人
材

が
法
人
の
職
員
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
き
る
こ
と
と
な
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、

昨
年
度
途
中
か
ら
の
人
の
中
に
は
、
何
か

月
か
が
過
ぎ
、
疑
問
に
思
う
こ
と
や
、
こ

れ
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
こ

と
が
で
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

先
の
新
年
度
4
月
ス
タ
ー
ト
も
、
優
に

百
年
を
超
え
て
続
い
て
い
る
わ
け
で
「
当

然
の
こ
と
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
こ
と
」

と
、
そ
の
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
の
人
が
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

長
く
同
じ
と
こ
ろ
に
い
て
長
い
時
間
が

経
過
し
て
い
く
と
、
今
あ
る
こ
と
や
、
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
「
当
た
り
前
」
の
こ

と
に
な
り
、「
こ
れ
ま
で
こ
う
で
あ
っ
た
」

と
い
う
集
団
の
意
識
に
流
さ
れ
て
、
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
惰
性
的
に
変
わ
る
こ
と
な
く

続
い
て
い
く
。
新
た
に
加
わ
っ
た
ば
か
り

の
人
は
新
鮮
な
目
で
、
感
覚
で
、
流
さ
れ

て
い
く
前
に
「
こ
れ
は
ど
う
な
の
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
疑
問
を
素
直
に
発
信
し
て

も
ら
い
た
い
。
組
織
と
し
て
は
、
そ
れ
を

妨
げ
る
こ
と
な
く
発
信
し
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
7
年
度
を
迎
え
て

　

�

事
務
局
長　

内
山　

敏

　

今
号
は
、
50
号
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

発
行
さ
れ
る
の
は
、
す
で
に
真
夏
と
な
っ

て
い
る
こ
ろ
で
あ
る
が
、
原
稿
を
書
い
て

い
る
今
は
、
新
年
度
を
迎
え
、
一
年
経
っ

て
春
が
ま
た
戻
っ
て
き
て
い
る
季
節
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
新
し
い
年
度
は
4
月
か
ら

始
ま
る
。
1
月
31
日
の
朝
日
新
聞
「
論
の

芽
」
で
東
京
理
科
大
名
誉
教
授
柏
崎
敏
義

さ
ん
に
聞
く
と
し
て
、
こ
の
年
度
の
4
月

始
ま
り
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。
年
度

は
会
計
年
度
を
言
う
ら
し
い
。
日
本
に
会

計
年
度
が
で
き
た
の
は
明
治
時
代
で
、
今

の
4
月
か
ら
翌
年
3
月
と
い
う
形
に
な
る

ま
で
に
何
回
か
変
わ
っ
て
い
て
、
10
月
か

ら
翌
年
9
月
、
1
月
か
ら
12
月
、
7
月
か

ら
翌
年
6
月
、
そ
し
て
明
治
19
（
１
８
８

６
）
年
か
ら
今
の
会
計
年
度
と
な
っ
た
と

書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
が
、
翌
年
度

分
の
酒
造
税
を
使
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
、
こ
の
破
綻
を
解
消
す
る
た

め
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
酒
造
税
が
本
来
計

上
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
年
度
を
3
か
月
短

く
前
倒
し
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
帳
尻
を

合
わ
せ
た
。
そ
れ
が
4
月
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

時
の
政
府
の
ご
都
合
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、

四
季
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
日
本
で
は
、

違
和
感
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
冬
の
寒

さ
が
和
ら
ぎ
、
桜
が
咲
き
始
め
る
こ
の
こ

ろ
に
正
月
と
は
違
っ
た
新
し
い
年
が
始
ま

る
。
そ
こ
に
は
、
新
し
い
何
か
が
始
ま
る

空
気
感
と
い
う
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

る
。
近
年
は
、
温
暖
化
に
よ
っ
て
桜
の
開

　
　
　

令
和
７
年
度
辞
令
交
付
式
・

発
令
式

　

令
和
7
年
4
月
1
日
、
新
年
度
を
迎
え
、

法
人
本
部
に
て
令
和
7
年
度
の
辞
令
交
付

式
と
発
令
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
理
事
長
よ

り
、
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決

意
の
表
情
で
受
け
取
っ
て
い
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

法人
報告

　
　
　

日
本
財
団
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

自
動
販
売
機

　

こ
の
度
、
日
本
財
団
が
社
会
貢
献
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
自
動
販
売
機
へ
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
法
人
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動

販
売
機
の
飲
料
1
本
に
つ
き
10
円
を
寄
付

す
る
も
の
で
す
。

法人
報告

　
　
　

看
板
設
置
（
プ
ラ
ザ
ゆ
う
あ
い
）

　
「
こ
の
建
物
は
何
な
ん
だ
い
、
だ
っ
て

看
板
と
か
何
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」。
こ

れ
は
お
客
様
が
来
所
さ
れ
た
時
、
よ
く
聞

く
言
葉
。
話
す
き
っ
か
け
と
し
て
は
良
か

っ
た
の
で
す
が
、
流
石
に
看
板
な
し
で
良

い
わ
け
も
な
く
、
友
愛
学
園
成
人
部
の
利

用
者
さ
ん
に
制
作
を
お
願
い
し
て
、
3
点

の
看
板
等
が
納
品
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
の
雰
囲
気
に
あ
っ
た
良
い
作
品
に
感

謝
で
す
。

プラザ

紹介
部
事
業
所
の
見
学
会
を
挟
み
な
が
ら
、
一

日
の
研
修
に
皆
、
熱
心
に
説
明
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。


